
                                                                    

                                                                    

                                   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

玉
縄
歴
史
ア
カ
デ
ミ
ア 

第
７
回
連
続
セ
ミ
ナ
ー 

□
「
こ
こ
ま
で
分
っ
た
！
玉
縄
城
」 

縄
張
り
測
量
と
城
域
復
元
模
型 

大
竹
正
芳
氏
（
城
郭
史
研
究
家
） 

古
文
書
に
見
る
玉
縄
城
の
新
事
実

伊
藤
一
美
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鎌
倉
考
古

学
研
究
所
理
事
） 

□
市
長
カ
フ
ェ
討
論 

「
こ
こ
を
知
り
た
い
！
玉
縄
城
」

松
尾
崇
市
長
、
伊
藤
一
美
氏
他

 
 

□
１
１
月
２
１
日
（
日
） 

１
５
：
３
０
～
１
７
：
３
０ 

□
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階 

 

第
８
回
連
続
セ
ミ
ナ
ー 

□
「
軍
記
か
ら
読
み
解
く
玉
縄
城
の

暮
ら
し
」 

森
暁
子
氏
（お
茶
の
水
女
子
大
学
院
）

□
１
月
２
９
日
（
土
） 

１
３
：
３
０
～
１
６
：
３
０ 

□
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階 

 

      

玉
縄
に
は
地
域
活
性
化
の
重
要

な
資
源
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が

玉
縄
の
昔
の
暮
し
を
伝
え
る
民
俗

資
料
を
収
蔵
す
る
龍
寳
寺
の
玉
縄

民
俗
資
料
館
と
重
要
文
化
財
の

旧
石
井
家
住
宅
で
す
。
し
か
し

こ
れ
ま
で
市
民
に
は
殆
ど
知
ら
れ

ず
、
地
図
へ
の
記
載
す
ら
な
く
、

貴
重
な
資
料
は
埃
の
中
に
眠
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議
は

龍
寳
寺
と
の
協
定
を
締
結
し
昨
年

秋
か
ら
館
内
整
備
の
奉
仕
活
動

を
開
始
。
鎌
倉
市
と
は
市
民
活
動

 

    

協
働
事
業
協
定
を
締
結
し
て

資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
を
行

い
、
４
０
０
点
に
及
ぶ
資
料
の
整
備

と
再
展
示
を
進
め
て
い
ま
す
。 

旧
石
井
家
住
宅
と
併
せ
、
新
し

い
名
称
は
「
玉
縄
ふ
る
さ
と
館
（
仮

称
）
」
と
改
め
、
来
春
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。 

   

玉
縄
の
素
晴
し
さ
再
発
見
は

市
民
が
ふ
る
さ
と
へ
の
自
信
と

愛
を
育
み
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
か
う
出
発
点
で
す
。
玉
縄 

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
教
育
委
員
会 
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

     

【
ひ
と
言
】 

 

玉
縄
３
丁
目 

 

塩
田 

林
之
助
さ
ん 

私
は
大
正
１
２
年
１
０
月
生
ま
れ
で
、

玉
縄
小
学
校
の
６
年
間
は
龍
寳
寺
の 

校
舎
で
学
び
ま
し
た
。 

校
門
は
北
側
の
道
路
際
に
北
向
き
で

有
り
、
裏
門
は
龍
寳
寺
前
の
側
に
有
り

ま
し
た
。
校
庭
に
は
２
ｍ
×
３
ｍ
程
の
浅
い

足
洗
い
場
が
有
り
ま
し
た
の
で
、
秋
か
ら

春
ま
で
の
雨
の
日
や
雪
の
日
に
は
、
足
を

洗
っ
て
校
舎
へ
出
入
り
を
し
て
い
ま
し
た
。 

（
当
時
の
学
生
は
下
駄
ば
き
か
長
靴
で
、 

普
段
は
ゾ
ー
リ
ば
き
で
し
た
か
ら
） 

小
学
生
は
一
学
年
一
学
級
で
し
た
か
ら

秋
の
運
動
会
の
時
は
手
助
け
に
、
本
郷
、

小
坂
・
大
正
小
学
校
に
五
年
生
と
六
年

生
だ
け
が
歩
い
て
行
っ
た
り
来
た
り
し
ま

し
た
。 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

玉
縄
城
下
歴
史
探
索
会 

□
渡
内
バ
ス
停
集
合
―
慈
眼
寺

―
天
嶽
院
―
高
谷
砦
跡
―
日
枝

神
社
―
二
伝
寺
―
平
良
文
公 

三
代
の
塚
―
関
谷
入
口
バ
ス
停 

□
１
１
月
２
８
日
（
日
） 

９
：
３
０
～
１
２
：
０
０
解
散 

□
参
加
無
料
、
資
料
代
３
０
０
円 

【
協
力:

玉
縄
歴
史
の
会
】 

 

女
性
会
員
・
家
族
会
員
の
皆
さ
ま 

七
曲
坂
花
壇
ク
ラ
ブ
で
花
壇
の

手
入
れ
を
し
た
り
、
七
曲
坂
の 

自
然
か
ら
野
草
茶･

リ
ー
ス･ 

野
草
盆
栽
を
作
り
ま
せ
ん
か
。 

新
年
か
ら
「
ふ
る
さ
と
館
」
で
は

｢

玉
縄
歴
史
ガ
イ
ド
養
成
講
座｣

も
始
ま
り
ま
す
。
一
期
生
は
女
性

限
定
十
名
を
募
集
し
ま
す
。 

▽
問
合
わ
せ
は
す
べ
て
企
画
総
務 

荒
井
ま
で 

４
５-

７
４
１
１ 

 
龍寳寺山門右手の白い建物が玉縄民俗資料館 

 

 

昭和１０年の玉縄小学校の卒業生 

｢

神
輿
勢
ぞ
ろ
い
と
玉
縄
衆
の
武

者
行
列｣

「
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
よ
う
な

人
集
め
は
ダ
メ
」
「
鎌
倉
の
玉
縄
、

さ
す
が
玉
縄
と
誇
れ
る
５
０
０
年

祭
に
し
よ
う
」
等
々
２
０
代
の
女
性

や
浅
尾
衆
院
議
員
な
ど
幅
広
い
会

員
の
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

当
会
は
、
こ
う
し
た
会
員
の
思
い

を
実
行
委
員
会
に
引
継
ぎ
、
今
後

は
事
業
担
当
部
会
と
し
て
ま
つ
り

の
計
画
実
施
に
当
り
ま
す
。 

 

  

七
曲
坂
の
市
道
整
備
は
、
平
成

２
３
年
に
実
現
し
ま
す
。
５
０
０
年

祭
舞
台
整
備
の
残
さ
れ
た
課
題
は

「
玉
縄
城
を
偲
ぶ
広
場
」
づ
く
り
で

す
。
１
０
月
１
９
日
、
実
行
委
員
会

田
中
委
員
長
、
玉
縄
城
址
ま
ち
づ

く
り
会
議
荒
井
会
長
を
中
心
に
、

兵
藤
副
市
長
に
「
偲
ぶ
広
場
」
の
構

築
を
急
ぐ
よ
う
申
入
れ
ま
し
た
。 

   

玉
縄
の
素
晴
ら
し
さ
再
発
見
と

し
て
読
取
り
を
進
め
て
い
た
陣
屋

坂
の
遺
構
は
「
城
主
の
館
」
で
あ
る

こ
と
が
、
歴
史
家
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
１
１
月
２
１
日
に
は 

市
長
を
招
き
、
「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ

た
！
玉
縄
城
」
の
セ
ミ
ナ
ー
討
論

会
を
開
催
。
ふ
る
さ
と
の
新
し
い

仮
説
が
次
々
に
提
示
さ
れ
ま
す
。 

玉
縄
ふ
る
さ
と
館
オ
ー
プ
ン
へ 

重
文 

石
井
家
住
宅
も
市
民
が
活
用 

 

５
０
０
年
祭
舞
台
整
備
進
む 

子
ど
も
の
ふ
る
さ
と
学
習 

女
性
の
た
め
の
ガ
イ
ド
養
成 

偲
ぶ
広
場
へ
副
市
長
申
入
れ 

玉
縄
城
５
０
０
年
祭
へ 

３
年
越
し
の
思
い
を
語
り
合
う 

 

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
！
玉
縄
城 

「玉縄城址まちづくり会議」の活動

２０１０年（平成２２年） 

4/27 市長、副市長と市長要望書
の城を偲ぶ広場づくりで懇談 

4/29 鎌倉市市民提案協働事業
「玉縄民俗資料館」リニューアル
事業奉仕活動を開始 

5/1 鎌倉市アダププト・プログラム
七曲坂の草刈り､月例美化奉仕

5/6 副市長と偲ぶ広場について
検討 

5/16 七曲坂花壇クラブ 花植え 

5/19 事務局通信初夏号を配布 

5/21～23 かまくら市民活動の日
フェスティバル参加 

玉縄検定クイズ実施 90 名参加

5/22 第６回玉縄歴史アカデミア
開催「戦国の村のメンテナンス・
システム（藤木久志氏）」、 

対談「庶民の智慧と力」     
藤木久志氏 VS 伊藤一美氏 

5/24 神奈川県１６市教育委員長に
書簡 

6/13 玉縄民俗資料館整備、 

グランマークスオリエンテーリン
グで玉縄の歴史と自然を説明 

7/1 市みどり課、公園海浜課が
太鼓やぐら、煙硝ぐらを視察 

7/10 推 進 会 議 に て 縄 張 り 測 量
中間報告と城域範囲の協議 

7～8 月 各地区夏まつりへの参加

7/30 玉縄学習センター郷土資料
コーナー展示替え       
「城域南側発掘成果」 

8/18 市道改修プラン現地説明会

9/19 ５００年祭事業部会開催 

9/28 民俗資料館事業検討会議 

10/19 副市長と偲ぶ広場を協議 

10/23 太鼓やぐら草刈り 

10/23 旧石井家住宅への竈移転

当会活動参加者半年でのべ４５０名

 

玉
縄
思
い
出
写
真
館 

と
協
力
し
て
子
ど
も
の
た
め
の

見
学
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
一
期
生
は
女
性
限
定
で
歴
史
ガ

イ
ド
養
成
講
座
を
新
設
し
、
玉
縄

の
歴
史
を
学
び
案
内
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

   

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議
の

１
０
月
の
推
進
会
議
で
は
、
３
年

越
し
に
進
め
て
き
た
５
０
０
年
祭
の

企
画
を
実
行
委
員
会
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
る
た
め
、
会
員
一
人
一

人
の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

 

「
５
０
０
年
に
一
回
き
り
の
祭
典
、

暦
年
祭
に
つ
な
ぐ
も
の
に
し
た
い
」

「
法
要
式
典
、
薪
能
を
中
心
に
、

上
品
な
ま
つ
り
に
し
た
い
」 

 

  
 「

北
条
早
雲
公
と
六
代
を
祀
ろ
う
」 七

曲
坂
の
野
草
「
野
原
ア
ザ
ミ
」 

七
曲
坂
の
道
端
に
、
毎
年
８
月
か
ら

１
０
月
に
掛
け
て
咲
き
、
ま
る
で 

七
曲
坂
の
主
の
様
だ
。 



 

    

東
京
下
町
の
亀
戸
か
ら
大
船
に
流
入

し
て
来
た
。
も
う
三
十
数
年
に
な
る
。 

鎌
倉
ロ
ジ
ュ
マ
ン
の
新
築
募
集
が
植
物
園

の
隣
り
だ
、
と
い
う
こ
と
も
魅
力
だ
っ
た
。 

当
時
の
大
船
は
柏
尾
川
の
土
手
が 

ま
だ
土
だ
っ
た
の
で
、
春
に
は
一
面
菜
の

花
が
咲
い
て
い
て
、
の
ど
か
で
美
し
か
っ

た
。
歩
い
て
い
く
と
北
条
と
い
う
立
派
な

標
札
が
か
か
っ
て
い
る
お
屋
敷
に
出
会

う
。
さ
て
は
北
条
氏
の
末
裔
か
。
す
ご
い

な
、
と
緊
張
し
た
が
、
こ
れ
は
劇
作
家
の

北
条
秀
司
さ
ん
の
お
宅
だ
っ
た
。 

こ
ど
も
は
玉
縄
中
学
校
に
入
学
し

た
。
玉
縄
と
は
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
。
古
い

言
葉
か
も
し
れ
な
い
。
し
ら
べ
て
み
る
と
、

〈
古
代
の
人
々
が
作
っ
た
き
れ
い
な
飾
り

玉
が
出
土
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の

と
い
わ
れ
〉
（
「
鎌
倉
観
光
文
化
検
定 

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
」
）
と
あ
る
。
な
る

ほ
ど
、
こ
の
あ
た
り
は
時
間
が
深
い
の
だ
。 

                                

   

豊
臣
秀
吉
に
よ
り
２
回
目
の
関
東
・
奥

羽
の
諸
大
名
に
惣
無
事
令
が
発
せ
ら
れ
て

以
降
、
秀
吉
は
完
全
に
北
条
氏
を
敵
対
者

と
み
な
す
。
小
田
原
城
主
北
条
氏
直
は
、

秀
吉
の
九
州
平
定
直
後
の
次
の
目
標
は

関
東
で
あ
る
旨
を
見
ぬ
き
、
緊
張
の
極
に

達
す
る
。
天
正
十
七
年
（
１
５
８
９
）
十
月
の

名
胡
桃
（
な
ぐ
る
み
）
城
奪
取
事
件
で
合
戦

必
至
と
な
り
、
総
動
員
令
が
し
か
れ
る
。

天
正
十
七
年
（
１
５
８
９
）
十
一
月
二
十
四

日
、
秀
吉
は
北
条
氏
直
に
対
し
宣
戦
布
告

を
出
し
、
諸
大
名
に
小
田
原
（
関
東
北
条

領
）
へ
の
出
陣
命
令
を
出
す
。
北
条
方
で
は

秀
吉
軍
の
侵
攻
に
対
す
る
策
と
し
て
箱
根

外
輪
山
山
麓
の
山
中
（
や
ま
な
か
、
現

三
島
市
山
中
新
田
、
標
高
５
０
０
ｍ
程
）
に

北
条
流
築
城
術
で
新
た
に
城
を
構
え
、
城

主
に
は
松
田
右
衛
門
大
夫
康
長
を
配
置

し
た
が
、
松
田
氏
は
小
勢
な
の
で
大
敵
を

防
ぐ
の
は
難
し
く
、
小
田
原
北
条
宗
家
の

戦
い
の
常
に
最
前
線
に
あ
っ
た
六
代
玉
縄

城
主
北
条
氏
勝
（
ほ
う
じ
ょ
う
う
じ
か
つ
）

を
添
え
る
。
氏
勝
は
与
力
侍
の
玉
縄
衆
、

間
宮
豊
前
、
朝
倉
能
登
ら
四
千
人
の
城
兵 

(3)     玉縄城 まちだより ２０１０年（平成２２年）１１月３日発行 第７号 

玉
縄
城
址
が
あ
る 

 

三
木 

 

卓 

   

大
船
観
音
は
ま
だ
出
来
上
る
前
か
ら
、

東
京
の
大
学
と
実
家
の
静
岡
市
を
い
っ
た

り
来
た
り
す
る
と
き
か
ら
親
し
み
が
あ
っ

た
。
昭
和
三
十
年
代
の
は
じ
め
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
は
中
断
し
て
い
た
こ
ろ
で
、
今
の

よ
う
な
美
形
に
な
っ
て
観
光
客
を
ひ
き
つ

け
る
と
ま
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。 

 

お
寺
は
龍
寳
寺
の
お
庭
が
好
き
で
よ
く

す
わ
っ
て
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
。
小
説
家

は
困
っ
て
し
ま
う
と
そ
う
や
っ
て
才
能
の

な
さ
を
慰
め
て
も
ら
い
に
い
く
の
で
あ

る
。
昔
か
ら
あ
る
も
の
は
安
定
し
て
い
て
、

た
よ
り
が
い
が
あ
る
。 

 

玉
縄
城
址
が
み
な
さ
ん
の
心
に
深
く
か

か
わ
る
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

北
条
早
雲
が
十
六
世
紀
に
こ
の
地
に

築
い
た
。
重
要
な
拠
点
と
し
て
あ
の
時
代

の
戦
略
的
役
割
を
果
し
た
と
い
う
。
そ
の

遺
構
が
今
な
ん
と
清
泉
女
学
院
の
敷
地

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。 

〈
つ
わ
も
の
ど
も
の
夢
の
あ
と
〉
、
ぼ
く
は

ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
が
、
心
は
喚
起
さ

れ
る
。
大
事
に
し
ら
べ
、
守
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
。 

（
小
説
家
） 

玉
縄
城
築
城
５
０
０
年
祭
は
２
０
１
２
年
秋
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

歴
史
シ
リ
ー
ズ 

７ 
 

玉
縄
城
主 

北
条
氏
勝 

         
 

 
 

―
龍
寳
寺
の
境
内
に
移
築
さ
れ
て

い
る
古
民
家
は
、
元
は
石
井
さ
ん

の
ご
自
宅
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が

― 

 

私
が
高
校
を
卒
業
し
た
頃
ま
で
家
族
で

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
場
所
は
島
の
神
交
差

点
近
く
の
倉
骨
（
く
ら
ぼ
ね
）
で
、
１
６
０
０

年
代
（
江
戸
時
代
の
始
め
）
の
建
築
だ
と 

聞
い
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
二
・
三
年
（
１
９

６
７
・
８
）
頃
に
今
の
家
に
立
て
替
え
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
時
す
で
に
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
た
た
め
、
川
崎
市
に
あ
る
日
本

民
家
園
に
移
築
さ
れ
る
話
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
龍
寳
寺
の
先
代
の
團
野
住
職
が 

ぜ
ひ
市
内
で
保
存
す
べ
き
だ
と
話
さ
れ
、

境
内
に
移
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

                

土
台
が
無
く
、
石
の
基
礎
の
上
に
乗
っ
け

て
あ
る
だ
け
で
、
大
黒
柱
も
無
い
建
物
で
し

た
が
、
関
東
大
震
災
に
も
倒
れ
な
か
っ
た

強
い
家
で
し
た
。
か
や
ぶ
き
屋
根
な
の
で
夏

は
涼
し
く
て
住
み
心
地
は
大
変
良
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

移
築
の
時
に
、
建
築
当
初
の
姿
に
戻
す

た
め
、
部
屋
の
間
仕
切
や
縁
側
・
物
置
な

ど
を
取
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
住
ん
で

い
た
頃
の
面
影
が
無
く
な
っ
て
自
分
の
家
の

感
じ
が
し
ま
せ
ん
が
、
屋
根
裏
の
梁(

は
り
）

だ
け
は
子
ど
も
の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
で

す
。
地
元
の
山
（
じ
や
ま
）
の
松
の
木
を
上

手
に
組
み
合
せ
て
い
て
、
も
の
す
ご
く
太
く

見
え
た
の
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

玉縄城 まちだより ２０１０年（平成２２年）１１月３日発行 第７号  (2)  

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ～玉縄万華鏡～ 
「
旧
石
井
家
住
宅
」
（
龍
寳
寺

境
内
）
に
お
住
ま
い
だ
っ
た 

石
井 

廣
志
さ
ん 

（
い
し
い 
ひ
ろ
し
さ
ん
・
関
谷
） 

う
じ
か
つ 

と
共
に
山
中
城
籠
城
戦
の
た
め
の
準
備
と

城
普
請
に
か
か
り
、
玉
縄
城
留
守
役
は 

堀
内
日
向
守
勝
光
に
託
す
。 

翌
天
正
十
八
年
（
１
５
９
０
）
三
月
二
十

七
日
秀
吉
は
沼
津
に
着
陣
し
、
二
十
九
日

未
明
に
は
豊
臣
秀
次
を
大
将
と
し
た
中
村

一
氏
、
山
内
一
豊
ら
圧
倒
的
に
優
勢
な 

五
万
余
騎
で
攻
め
上
っ
た
。
激
戦
の
中
で

松
田
康
長
と
間
宮
豊
前
ら
主
だ
っ
た
玉
縄

衆
は
一
歩
も
引
か
ず
討
死
。
日
も
暮
れ
て

氏
勝
は
、
戦
い
の
習
い
で
一
度
や
二
度
負

け
る
こ
と
は
恥
で
は
な
い
が
、
城
が
落
ち
て

は
面
目
が
無
い
、
こ
の
ま
ま
小
田
原
に 

帰
参
す
る
の
は
無
念
で
あ
る
と
考
え
、 

間
宮
豊
前
の
孫
、
彦
次
郎
（
十
五
歳
、
後

に
徳
川
家
康
よ
り
旗
本
に
取
り
た
て
ら
れ

る
）
を
始
め
氏
勝
の
弟
新
八
郎
直
重
、 

新
蔵
繁
広
ら
一
族
郎
党
十
八
名
全
て
髻

（
も
と
ど
り
）
を
切
り
、
箱
根
山
中
間
道
を

通
り
小
田
原
の
久
野
に
ぬ
け
、
玉
縄
城
に

帰
城
。
城
で
は
山
中
城
落
城
の
報
を
耳
に

し
た
直
後
、
氏
勝
が
帰
還
し
た
こ
と
で 

喜
び
に
つ
つ
ま
れ
た
と
い
う
。
氏
勝
は
玉
縄

領
内
の
寺
社
に
対
し
、
兵
糧
米
の
徴
発

や
、
敵
が
見
え
た
ら
加
勢
す
る
こ
と
を
厳

命
し
、
玉
縄
城
守
備
兵
七
百
騎
に
て
籠
城

戦
を
覚
悟
す
る
。
（
以
下
次
号
に
続
く
） 

 

 
石井さんがお住まいだった頃の間取り （いろりは無かった） 

 
今も変わらない屋根裏の梁（はり） 

 

               

―
先
祖
代
々
の
建
物
の
暮
ら
し
は
ど
ん
な

も
の
で
し
た
か
― 

祖
父
母
、
父
母
、
叔
父
夫
婦
、
３
人
の
男

兄
弟
と
９
人
の
大
家
族
で
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
が
、
土
間
が
広
か
っ
た
の
で
、
雨
の
日
な

ど
は
兄
弟
で
運
動
会
状
態
で
し
た
。
（
笑
） 

鎌
倉
駅
前
の
連
売
所
（
鎌
倉
市
農
協
連

即
売
所
）
に
野
菜
を
卸
し
て
い
た
た
め
、
年

の
暮
れ
に
は
連
売
所
の
た
め
の
賃
餅
（
ち
ん

も
ち
。
駄
賃
を
も
ら
っ
て
餅
を
つ
く
こ
と
）
の

仕
事
が
あ
り
、
若
い
衆
が
土
間
で
夜
の
８
時

か
ら
朝
方
ま
で
餅
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

裸
電
球
だ
っ
た
の
で
暗
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

が
、
大
釜
で
蒸
籠
（
せ
い
ろ
）
６
段
も
餅
米
を

炊
い
た
り
し
て
、
そ
れ
は
賑
や
か
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
） 

―
建
物
の
思
い
出
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
― 

 

―
今
は
龍
寳
寺
境
内
に
建
つ
旧
石
井
家
住
宅
よ
り
― 

【
上
】
外
観 

 

【
中
】
お
く
の
部
屋
か
ら
居
間
を
見
る 

【
下
】
土
間
か
ら
居
間
を
見
る 

 

縁 側

間仕切り

お く 居 間

かまど・台所 

入 口

祖父母

の部屋 

子 ど も

の部屋

物 

置神 

棚 

土 間 


